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1.歴史
　1917年、アーチC.クランフRI会長が「世界でよいことをするた
めに」基金の設置を提案。この基金が1928年に「ロータリー財
団」と名づけられて、国際ロータリー内の新しい組織となり、現
在のロータリー財団になりました。
　1929年、財団は初の補助金500ドルを国際障害児協会へ贈り
ました。この協会は、ロータリアンだったエドガーF“ダデイー”
アレンが創設したもので、後に「イースター・シールス」（米国の
慈善団体）となりました。
　1947年、ポール・ハリスが亡くなると、多くの人びとから国際
ロータリーに寄付が寄せられました。この寄付は「ポール・ハリ
ス記念基金」となって、その後のロータリー財団の発展のため
に役立てられました。
　1947年、財団初のプログラム（高等教育のためのフェローシップ）
を開始。このプログラムは後に「国際親善奨学金」となりました。
　1965-66年、新たに「研究グループ交換（GSE）」、（技術研修
のための補助金）、マッチング・グラント（ロータリー財団の目的
を果たす活動のための補助金）の3つのプログラムを開始。
　1978年、「保健、飢餓追放、人間性尊重（3-H）補助金プログラ
ム」を開始。第1号として、フィリッピンの600万人の子どもたち
にポリオの予防接種を開始。

　1985年、全世界でポリオの撲滅をめざす「ポリオプラス・プロ
グラム」を設置。
　1987-88年、初めての平和フォーラムが開催され、これが
「ロータリー平和フェローシップ」創設のきっかけとなる。
　2013年、世界中のロータリアンがグローバルなニーズに応え
られるよう、新しい補助金モデル「地区補助金、グローバル補
助金、パッケージ・グラント」が創設された。
2.現況
2012-13年度のロータリー財団プログラムへの支出　
　教育的プログラム 21,956千ドル
　人道的プログラム 50,901千ドル
　ポリオプラス・プログラム 76,059千ドル
　ロータリー補助金 26,439千ドル
　その他プログラム 1,154千ドル
　ロータリー財団プログラム支出合計 176,509千ドル
　支出の中で、最も多いポリオプラス・プログラムにつきましては、
ロータリーの友2014年7月号で「エンドゲームに向かっての緊急
提言」（ポリオ・プラスの現況報告）に次のように書かれています。
　『ロータリーがこの25年間、常に優先プロジェクトとして世界
への約束を展開してまいりました「ポリオ撲滅プロジェクト」
は、ロータリアンの心血を傾注した努力で、今日極めて成功的
な終局を迎えながら、しかしさらなる貢献と努力を要する事態
であることを、今、共有しなければならない時だと思われます。
これまでに、インドが非ポリオ常在国として独立監視委員会か
ら認定され、残るパキスタン、アフガニスタン、ナイジェリアも順
調な努力が実ろうとしてきています。
　昨今の新事態、WHO（世界保健機関）の「感染がイラクなど
十ケ国に拡大し、今歯止めをかけなければ、ポリオが再び世界
中を襲い始めかねない」という緊急事態宣言に対して、われわ
れロータリアンの積年の渾身の努力を傾けるべく、国際ロータ
リーも、この宣言に対する支持を表明しています。』
　ポリオの撲滅は、後一歩のところまで来ているようです。引き
続きご支援賜りますようお願い致します。

「ロ－タリ－財団月間によせて」
－その歴史と現況－
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■ロータリー財団の改革
　アーチクランフが1917年「世界で善いことをなすために寄
付金をうけとることは極めて適切」と提言して、ロータリー財
団の前身がスタートしました。最初の基金は26ドル50セン
トでした。
　それからロータリー財団が今日のように大きな資金をあつ
めることが出来る様になるまで、さまざまなプログラムを作
りました。われわれが今でもなつかしく思い出せるのは、国
際親善奨学金、研究グループ交換GSE、3h補助金、マッチング
グラント、平和センター、ポリオプラス等々です。
　未来の夢計画ではこれらの名前のほとんどが消えたり、名
前が変わりました。しかしその基本的な考え方は進歩しなが
ら、今のプログラムの中に生きています。

■未来の夢計画への地区としての対応
　2013-14年度は世界中で一斉にスタートした年ですが、申請
方法がずいぶん変わったりで、わが地区としては、従来型の
委員会では満足に処理出来ないと判断して、2008年から新し
い組織作りに着手しました。
　伊賀委員長はじめ委員12名が勉強会を開くこと年間20回。
勉強また勉強でした。また日本事務局を通して財団本部との
接触を保つことも継続してまいりました。

　手続要覧によれば、ガバナーエレクトはGETSに参加すること
が義務づけられています。
　即ち、日本で開催される2回の研修会とアメリカ サンディエ
ゴで行われる国際協議会に参加しなければガバナーになる資格
を失います。そのため、日本における、ガバナーエレクトは全
員3回の研修会へ出席しなければいけません。
　この度、最初の研修会は9月2日（火）～ 3日（水）の2日間を
利用して、グランドプリンスホテル新高輪（東京）で開催され、1
人も欠けることなく、34名全員が参加いたしました。
　初日は9時集合です。配偶者同席のうえ、些か緊張した趣で
それぞれの席につきました。
　開会セッションでは最初に招集者およびGETS研修チームメ
ンバーの紹介があり、次いで、北 清治RI理事の開会のあいさつ、
杉谷 卓紀RI理事の歓迎のあいさつがあり、最後に三木 明GETS
研修チームリーダーからGETS開催の趣旨説明がありました。
　杉谷RI理事からはロータリーで学ぶことはその後の人生に大
いに役立つ旨のお話を頂き、三木研修チームリーダーからはこ
の2日間で研修することは来年1月予定されている国際協議会

■地区委員会とグループ別勉強会
　本年度からグループ別勉強会をもつことを聞いています
が、大変結構なことと喜んでいます。この事は地区委員会と
クラブ委員会との間に橋がかりができるからです。この勉強
会に計画の作り方や疑問点を出すことにより、参加者全員が、
問題点を共有できることがメリットです。

■アジア各国の所得格差
　アジアには40数ヶ国ありますが、なじみのある国名で20ヶ
国くらいを拾ってみました。日本より豊かな国、1日2ドル
生活の国と様々ですが、日本で補助金を受け取り、これらの
国に支援するプログラムがあれば、「日本で10人の人を助け
ることが出来る補助金を所得の少ない国で使えば100人の人
を助けることが出来るという考え方で地区補助金を使いまし
た」という報告を聞いて、なかなか考えることが違うなと感心
したので、以下の表を出してみました。

グローバル補助金のよく対象となる国の所得レベル （2010年）
国民所得（1人あたり：ドル）

アフガニスタン 499 インドネシア 2,611 カンボジア 684
スリランカ 2,341 タイ 4,414 ネパール 539
バングラディシュ 720 東ティモール 2,405 フィリピン 2,851
ブータン 2,020 ベトナム 1,145 ミャンマー 876
モンゴル 2,085 ラオス 1,005（参考）日本 44,269

（サンディエゴ）では決して動揺することはない、そのための研
修会であるので、しっかり研修するようにとの激励がありまし
た。御3人のごあいさつを聞いた頃から、エレクトしての参加
者は少しずつ、緊張感がほどけてきたような顔になっていくの
が印象的でした。
　セッション2では第3ゾーンポリオ撲滅コーディネーターの延
原 正氏により「ポリオ撲滅の現況と今後」と題しての講演です。
　ポリオは必ず撲滅できると信じている。日本は昭和35年に大
流行にみまわれ、5000人の子供たちが罹患し、内、350人が死亡
した。しかし、諸外国からの暖かい支援で生ワクチンを緊急輸
入し、撲滅ができたことは記憶に新しい。当時お世話になった
諸外国に対する恩返しとして、この地球のすべての子供たちを
ポリオの惨禍から守るためにも、ロータリアンのさらなる支援
をお願したい旨の内容で締めくくられました。
　第3セッションからは配偶者は「配偶者のためのプログラム」
のため、別の部屋へ移動し、エレクトは次のセッションに移り
ました。各セッションのテーマと演者は次の通りです。
　◉セッション3　「活気あふれるクラブになるために」

2014-15年度 国際ロータリー第2710地区 ロータリー財団カウンセラー　川妻 二郎

2014-15年度 国際ロータリー第2710地区 ガバナーエレクト　東 良輝

ロータリー財団月間に寄せて

GETS （ガバナーエレクト研修セミナー）に参加して

　　　～ RCからのメッセージ～
RI第2ゾーンRC　金杉 誠

RI第3ゾーンRC　安満 良明
　◉セッション4　「公共イメージの向上のために」

Rotary Public Image Coordinator（RPIC）　岩永 信昭
　◉セッション5　「ロータリー事務局からの支援」

RI日本事務局 クラブ・地区支援室室長　中井 啓介
　◉セッション6　「地区ガバナーの責務」「戦略計画」

司会：GETS研修チームリーダー　三木 明
RI理事　北 清治

RI理事　杉谷 卓紀
　◉セッション7　ワークショップ 「地区リーダーシップチーム」
　◉セッション8　アイディア交換
　　　　　　　　   「ロータリアンのリーダーとなる」
　◉セッション9　ワークショップ 「会員基盤の充実」
　◉セッション10  ワークショップ 「若い人々の参加」
　◉セッション11  「ロータリーの友」

ロータリーの友委員会 委員長　橋本 長平
　◉セッション12  「会員基盤の充実」 パネルディスカッション

RC　辰野 克彦、RC　金杉 誠、RC　安満 良明
地区直前G　舟木 いさ子

　◉セッション13  「ロータリー米山奨学会プログラム」
奨学会理事長　板橋 利雄、事務局長　岩邉 俊久

　◉セッション14  アイディア交換
　　　　　　　　   「ロータリー公共イメージの推進」
　◉セッション15   アイディア交換 「地区財団チーム」
　◉セッション16   ワークショップ

　　　　　　　　   「ロータリーの寄付と補助金」
　◉セッション17  「ロータリー学友からのメッセージ」

米山奨学会学友　尤銘煌、楊小平
ロータリー平和フェロー　大阿久 裕子

　◉セッション18  「国際協議会に向けての準備」
研修チームリーダー　三木 明

RI研修リーダー　小船井 修一、藤林 豊明、岡部 泰鑑
　◉セッション19  「国際協議会旅行の説明」　　　　  東日観光
　各セッションにつきまして、上記のテーマについて、各講師
からパワーポイントを使って研修をうけました。中でも「会員
基盤の増強」「地区財団チーム」「米山奨学会プログラム」につき
まして特に力を入れるべきテーマと実感しております。
　最後に杉谷RI理事から閉会の挨拶と国際協議会への激励の言
葉を頂き、閉会となり、また、ワークショップ、アイディア交換
ではエレクト17人ずつの2組に分かれ、最初、DLより問題提起
され、これについては3～ 4人のグループでディスカッションす
る形式で進められました。さすが地区の代表で参加されており、
活発な意見、アイディアが出され、大変勉強になりました。セッ
ション17では2人の米山奨学会学友がそれぞれ違う立場で素晴
らしい活躍をされており、平和フェローの大阿久さんは世界中
を飛び回って活躍されていることに感激いたしました。米山、
財団ともに幅広い視野で見守る必要があると感じた次第です。
今後は11月27～ 28日にかけてロータリー研究会が開催されま
すが、その前日、GETSが予定されています。この研修会をクリ
アーすると、いよいよ1月18日から始る国際協議会への参加と
なります。出来る限り多くの知識を吸収してまいりますので、
地区の皆さまのさらなるご支援をよろしくお願い申し上げます。
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　異文化に接することは国際理解と平和を推進する最も効果的
な方法です。ロータリーの青少年交換プログラムは海外の人と
交流し、異文化を体験する機会を提供しています。その機会を
得た帰国学生（2013-14年度派遣学生）2名と今年度受入学生4名
および学友5名を迎えて、恒例の歓迎会を開催致しました。
　帰国学生2名のスピーチを聞いていると数々の壁を乗り越え

　この度、広島市で発生した豪雨災害については、連日の報道のとおり
被害は甚大であり、復旧には相当な時間を要するとされています。こ
の状況を受け皆様に義援金のご協力をお願いしたところ、地区内から
6,366,250円、地区外から72,731,642円（10月15日現在）のご支援をいた
だきました。9月2日、第1回広島豪雨災害支援員会を開会し、9月26日、
広島市へ500万円の義援金をお届けしました。また、残額を地区支援プ
ロジェクトに活用することが決まりました。（広島豪雨災害支援員会）

　みなさんこんにちは、2013-14年度ロータリー青少年交換留学生と
してアメリカで１年間留学生活を送っていた時川由乃です。まず初め
に、この場をお借りして今回の留学に関わり、支えてくださったロー
タリーの方々にお礼申し上げたいと思います。多くのロータリアンの
協力により、とても意味のある1年を過ごすことができました。本当
にありがとうございました。
　私はアメリカ合衆国の北部にあるミネソ
タ州に1年間いました。私がホームステイ
していた町はノースフィールドという人口
20,515人程度の町です。またホストファミ
リーは3軒とも心温かい家庭で、1軒ずつ過
ごした3か月間は本当に早く過ぎていきま
した。それだけでなく、多くの素晴らしい
友達も作ることができました。そういった
沢山の出会いの中で私が感じたことは、違
う意見や価値観等を受け入れる為に、また
理解する為に人と出会い交流することは大
切だということです。私はこの留学生活を
通して「違い」という言葉に着目するよう
になりました。日本にいるときはアメリカ
に強い憧れを抱いていてアメリカが一番い
い国と思い込んでいる部分がありました。

た笑顔と充実感で満ち溢れておりました。歴代委員会メンバー
を含め我々はその成長ぶりに驚かされるとともに大きなトラブ
ルもなく元気で帰国されたことに取り敢えず安堵した次第で
す。そして今年度の受入学生4名と派遣学生5名が、有意義な留
学生活を送り、元気で帰国できるよう微力ながらお手伝いした
いと思っております。

2013-14年度 青少年交換派遣学生　時川 由乃 （スポンサークラブ：三次中央RC）
青少年交換留学を終えて

　我々 RI第2710地区は、第6期RLIパートⅢ及び卒後プログラ
ムが去る9月20日（土）にホテルグランヴィア広島にて終了致し
ました。
　RLIは1992年ニュージャージー州（RI第7510地区）において、
元RI理事のデビット・リネット氏の発案で始められた研修組織
であり、ロータリーの組織や活動に関して、正しく深い知識を
持ち、高い教育的な経験を備えた指導能力のあるロータリアン
を支援するための活動を行っているものであります。ロータ
リーは創立から100年以上が経過、社会構造や意識の変化、特に
事業や職業の世界が激変している事がロータリー活動のあらゆ
る面で複雑で矛盾した現象を呈してきている中、異なった価値
観や矛盾を埋めるために、その要因である根本的な問題点を理
解し、充分話し合い、ロータリー世界の理解を深めない限り今
後の発展は望めない状態にあると思われます。
　本当にロータリーを理解し、ロータリアンとして活動するため
にはクラブ根底から一人一人のロータリアンが自発的に自覚した
話し合いを展開し理解することが、まず基本的な課題であります。
　今期のRI第2710地区において第6期は、パートⅠが本年2月2
日（日）60クラブ83名の参加、パートⅡが6月8日（日）59クラ
ブ80名の参加、パートⅢ及び卒後プログラムが9月20日（土）
59クラブ74名の参加、と把握しております。
　卒後プログラムは各6分科会研修終了後、その6時限の文科会
場毎に開催されました。
これまでの各分科会研修ではD・L（ディスカッション・リーダー）
が投げかけた質問に答えて頂くことに重点がおかれましたが、
卒後プログラムにおいては、RLIを終了するにあたり参加者の
思いを自由闊達に発言し、モチベーションを高め、リーダーシッ
プを養うことを目的としています。
　受講者数が1チームに12～ 13名という人数でありますので
参加意識も高まり、話す相手方とも親近感もあり印象的な討論
となります。
　今回のテーマは「あなたのクラブを変身させる！」上手くいっ
ている所、上手くいっていない所は何ですか？何が欠けている
のでしょうか？という単純なテーマでそれぞれ意見発表を頂き
ました。これを受けてD・Lの方に短い時間にまとめて頂き、全
体会議で発表して頂きました。
 こうした研修は参加者本人にとってはモチベーションも上昇

し、次なるクラブの指導者にとっても有意義でリーダーシップ
を換起することに繋がると思います。ただ、この場だけになっ
てはクラブ根底まで行き届きません。クラブに帰ってもう一度
咀嚼して、クラブの活性化に向けて方策を検討することが必要
であろうと思います。今回のRLIはいろいろと内容検討、予算
上の問題、等により、パストガバナーにアドバイザーをお願い
しました。各分科会においてD・L 2名を含み、アドバイザーと
いう布陣になったわけでありますが、初の構成なので評価は今
後の方々にお任せすることに致します。
　第6期RLI-2710終了者が70名でありました。川妻二郎PG・
RLI日本支部顧問ファシリテーターより終了証書とバッジが各
グループAGを通じて手渡されました。
　そして最後に、南園義一RLI日本支部顧問・元RI理事より講
評を頂き、第6期RLI-2710の締めとなりました。
　こうした研修を通じて変化する時代の流れをとらえ、ロータ
リーの進歩、発展に寄与し、ロータリアン1人1人がロータリー
の顔であり、また、広告塔となり次代の目標にむけ力を結集し
て行かなければなりません。幸いにしてRI第2710地区は先輩の
方々による時代に先がけた多大なる努力があり、今回6年間の
道程があるわけであります。
　先般、RI第2750地区ガバナー事務所でRLI地区ファシリテー
ター研修会が開催されました。
　全国15地区のRLI日本支部地区代表委員とファシリテーター
が集合しましたが、我々 RI第2710地区と同様の、次回が7期と
いう地区は他に3地区があるようですが、先進地区と言って良
いと思います。
　現在日本支部は、事務局がRI第2770地区（埼玉県）に設置さ
れていて委員長に、元RI理事・黒田正宏氏、副委員長に現RI理事・
北清治氏、同じく関場慶博氏、 が就任されています。
　RI第2710地区からは顧問として元RI理事・南園義一 PG、川
妻二郎 PGが名を連ねておられます。
　何につけマニュアルパターンは基本条件として存在します
が、そのことをどのように発展させていくか、理解浸透させて
ボトムアップして行くかは各々の地区の特色にもなり、進歩で
もあると感じます。
　これから、クラブ地区が連携して効果を上げ研修プログラム
の基幹となることを、強く望むものであります。

しかし、日本を離れてアメリカで生活するうちに日本の良い所に気付
き始め、次第に良い点も悪い点も国の違いであって、その違いこそが
いいものなのだと思えるようになりました。またそれは、日本とアメ
リカだけではなく全ての国に対して言えることだと思います。誰でも
初めは固定概念というものがあるかもしれませんが、それを少し自分
の考えから引き離し、相手のことを知ろうという気持ちに変えるだけ
で物事を考える枠が広がると思います。そして、それは実際に私自身
が体験して思ったことでもあります。簡単そうに思えるかもしれませ
んが、すぐできることではないかもしれません。それはさまざまな国
についての情報が無く自分の持っている知識だけで相手を判断しよう
とするからです。ですがそういったことを減らすためにも交換留学や
国際交流があるのではないでしょうか。私も日本にいたらここまで世
界に興味を持っていなかったと思います。しかし世界中に友達を作る
ことで物事のとらえ方や考え
方、また自分自身を変えるこ
とができました。日本に帰っ
てきた今思うことは、日本人、
外国人、もっと多くの人々と
出会って交流し、新しい発見
をしたいです。また多くの
人々に国際交流の素晴らしさ
を伝えていきたいです。

　私の留学生活はとても充実したもの
でした。カナダへ到着するまでは様々
な不安がありましたが、空港では全て
のホストファミリーが出迎えてくださ
り、とても安心しました。
　初めの3週間はずっとホストファミ
リーと過ごしたので、ゆっくりではあ
りましたが会話もできたので楽しく過
ごすことができました。
　しかし、学校が始まってからは留学
生だからといって特別扱いをしてもら
えるわけではなく、また他のロータリー
の留学生はとても英語を話すのが上手だったので、私が英語をあまり
話せないことを理解してもらうのは大変でしたが、友達も先生方も優
しい方々ばかりだったのですぐに馴染
むことができました。
　ホストファミリーも優しい方々ばか
りでした。家では一緒に料理を作った
りして休日は湖に泳ぎに行ったりス
キーをしに行ったりしました。

2013-14年度 青少年交換派遣学生　田村 梨瑛 （スポンサークラブ：山口RC）
青少年交換留学報告

　地区の行事はキャンプ、スキーウィー
クエンドやブリティッシュ・コロンビ
ア州を転々と周る旅行などがありまし
た。留学先でたくさんの友達を作るこ
とができ、また世界中のロータリーの
留学生と出会い良い関係を築けたこと
で、世界観が変わりました。これは、私がロータリーの派遣学生とし
て留学できてよかったと思える要因の1つとなりました。
　この留学を通して多くの貴重な経験をさせていただいたのと同時
に、改めて日本の良さを知ることもできました。ロータリーでの留学
を終えて、このような経験をより多く
の方々にしてもらいたいと思うように
なり、将来はロータリーの方々のよう
に留学をする方々をサポートすること
で、地域と世界の架け橋の1つとなれる
ように頑張りたいと思います。
　私がこの夢を見つけることができたのは、このような素晴らしい留
学の機会をいただいたからです。吸収したことを無駄にせず発信して
いけるように努力していきたいと思います。この留学を支援してくだ
さったことを心より感謝いたします。ありがとうございました。

2014-15年度 国際ロータリー第2710地区 青少年交換委員長　梶原 正己2014-15年度 国際ロータリー第2710地区 地区研修リーダー　前田 茂　（三次ＲＣ）

青少年交換プログラム
帰国学生・受入学生歓迎懇親会報告第6期RLI-2710地区報告

高原G6ガバナー補佐、金子ガバナー、松井広島市長、朝日奈委員長

広島市へ義援金の届出
速 報
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国際ロータリー第2710地区 2014-15年度　74RCの会員増減・出席率クラブ別ロータリー財団寄付状況  2014年 9月度

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

出席率（％） 会員数

当月 平均 年度初
（7/1）

当 月 本年度

末日 内女性 入会者 退会者 増減

グ
ル
ー
プ
１

長 門 4 88.87 90.65 29 29 4 0 0 0

下 関 4 78.72 80.98 47 48 2 1 0 1

下関中央 4 92.59 86.11 28 28 4 0 0 0

下 関 東 4 85.27 82.85 47 53 0 6 0 6

下 関 北 4 91.6 92.68 41 41 0 1 1 0

下 関 西 4 87.5 86.31 35 38 1 3 0 3

油 谷 湾 4 97.73 97.63 11 11 0 1 1 0

計 88.9 88.17 238 248 11 12 2 10

グ
ル
ー
プ
２

萩 4 97.44 96.63 52 52 0 0 0 0

萩 東 4 100 99.7 21 21 0 1 1 0

美 祢 4 76.85 75.62 23 23 0 2 2 0

小 野 田 4 79.87 84.61 41 41 2 0 0 0

宇 部 4 92.26 91.12 49 50 2 1 0 1

宇 部 東 3 72.65 69.81 14 14 2 0 0 0

宇 部 西 4 93.91 93.91 49 50 1 1 0 1

計 87.57 87.34 249 251 7 5 3 2

グ
ル
ー
プ
３

防 府 4 84.68 85.69 50 53 0 3 0 3

防 府 北 3 94.74 91.23 19 19 2 0 0 0

防 府 南 4 83.11 88.68 36 37 9 1 0 1

山 口 4 94.35 93.34 55 59 4 4 0 4

山口県央 4 93.92 92.6 36 37 1 1 0 1

山 口 南 4 88.4 89.27 39 39 4 0 0 0

計 89.87 90.14 235 244 20 9 0 9

グ
ル
ー
プ
４

光 4 94.05 96.43 45 46 0 1 0 1

周 南 西 4 96.27 95.8 46 49 5 3 0 3

徳 山 3 93.41 93.44 50 53 1 3 0 3

徳山セントラル 3 89.65 92.34 28 29 1 1 0 1

徳 山 東 4 96.03 96.45 52 52 0 2 2 0

計 93.88 94.89 221 229 7 10 2 8

グ
ル
ー
プ
５

岩 国 4 80.24 80.83 61 65 0 4 0 4

岩国中央 4 88.03 88.74 38 40 3 2 0 2

岩 国 西 4 82.46 86.52 55 54 3 0 1 -1

柳 井 4 100 100 34 34 2 0 0 0

柳 井 西 4 99 98.22 28 28 2 0 0 0

計 89.95 90.86 216 221 10 6 1 5

グ
ル
ー
プ
６

広 島 4 99.37 99.45 114 121 0 11 4 7

広島安芸 4 99.3 99.3 39 39 2 0 0 0

広島安佐 4 92.86 93.92 19 21 1 2 0 2

広 島 東 4 99.73 99.13 89 96 4 7 0 7

広 島 北 4 100 100 81 84 0 4 1 3

広島陵北 4 98.64 98.74 55 56 3 1 0 1

大 竹 4 90.4 89.49 31 32 0 1 0 1

計 97.19 97.15 428 449 10 26 5 21

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

出席率（％） 会員数

当月 平均 年度初
（7/1）

当 月 本年度

末日 内女性 入会者 退会者 増減

グ
ル
ー
プ
７

広島中央 4 100 100 72 73 8 1 0 1

広島廿日市 4 85.53 86.77 37 38 1 1 0 1

広島城南 3 98.25 98.25 57 57 3 0 0 0

広 島 南 4 99.71 99.7 88 91 0 4 1 3

広島東南 3 100 100 86 89 11 3 0 3

広島西南 4 100 100 62 62 4 0 0 0

広 島 西 4 100 100 75 76 0 2 1 1

計 97.64 97.82 477 486 27 11 2 9

グ
ル
ー
プ
８

江 田 島 4 95.84 94.11 19 19 0 0 0 0

東 広 島 4 98.39 99.46 31 30 2 0 1 -1

東広島21 4 82.81 77.76 18 16 3 0 2 -2

呉 4 90.18 91 68 75 1 7 0 7

呉 東 3 94.17 96.25 28 29 0 1 0 1

呉 南 4 91.02 89.36 56 55 3 1 2 -1

西 条 4 100 100 39 40 1 1 0 1

計 93.2 92.56 259 264 10 10 5 5

グ
ル
ー
プ
９

広島空港 4 92.86 87.7 22 22 3 0 0 0

因 島 4 91.96 90.96 26 26 1 0 0 0

三 原 4 94.03 93.6 64 65 2 1 0 1

尾 道 4 83.89 84.63 71 75 3 5 1 4

尾 道 東 4 87.46 87.76 51 51 0 0 0 0

瀬 戸 田 4 85.7 85.7 7 7 0 0 0 0

竹 原 4 87.16 88.29 36 37 4 1 0 1

計 89.01 88.38 277 283 13 7 1 6

グ
ル
ー
プ

１０

府 中 4 86.07 83.05 32 32 0 1 1 0

福 山 3 96.87 96.27 83 83 0 1 1 0

福 山 東 4 90.5 93.29 50 51 3 1 0 1

福山丸之内 3 97.98 97.81 33 33 1 0 0 0

鞆 の 浦 4 78.13 83.82 23 24 0 1 0 1

福山REC2710 4 95.19 97.11 26 26 4 0 0 0

計 90.79 91.89 247 249 8 4 2 2

グ
ル
ー
プ

１１

福山赤坂 4 75 77.58 43 43 4 2 2 0

福 山 北 4 85.44 88.7 48 49 0 1 0 1

福 山 南 4 84.65 81.88 60 60 2 2 2 0

福 山 西 4 97.09 95.46 44 43 3 0 1 -1

松 永 3 87.75 90.92 49 49 2 0 0 0

計 85.99 86.91 244 244 11 5 5 0

グ
ル
ー
プ

１２

吉 舎 4 97.06 99.02 17 17 0 0 0 0

三 次 4 78.75 81.4 39 39 0 1 1 0

三次中央 4 91.83 92.71 44 44 5 1 1 0

庄 原 4 92.41 92.36 33 34 4 1 0 1

東 城 4 96.25 93.31 19 20 1 1 0 1

計 91.26 91.76 152 154 10 4 2 2

第2710地区計 91.09 91.31 3243 3322 144 109 30 79

G クラブ名 年次基金 使途指定寄付 恒久基金 合 計

グ
ル
ー
プ
１

長 門 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

下 関 $540.50 $0.00 $1,000.00 $1,540.50 

下 関 中 央 $0.00 $0.00 $1,000.00 $1,000.00 

下 関 東 $1,000.00 $0.00 $0.00 $1,000.00 

下 関 北 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

下 関 西 $360.00 $0.00 $0.00 $360.00 

油 谷 湾 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

グ
ル
ー
プ
２

萩 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

萩 東 $210.00 $0.00 $0.00 $210.00 

美 祢 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

小 野 田 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

宇 部 $2,000.00 $0.00 $1,000.00 $3,000.00 

宇 部 東 $452.00 $45.00 $0.00 $497.00 

宇 部 西 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

グ
ル
ー
プ
３

防 府 $2,300.00 $0.00 $1,000.00 $3,300.00 

防 府 北 $200.00 $0.00 $1,000.00 $1,200.00 

防 府 南 $310.00 $0.00 $0.00 $310.00 

山 口 $4,054.00 $0.00 $0.00 $4,054.00 

山 口 県 央 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

山 口 南 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

グ
ル
ー
プ
４

光 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

周 南 西 $2,760.00 $0.00 $0.00 $2,760.00 

徳 山 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

徳山セントラル $810.00 $0.00 $0.00 $810.00 

徳 山 東 $6,005.39 $0.00 $0.00 $6,005.39 

グ
ル
ー
プ
５

岩 国 $345.00 $0.00 $0.00 $345.00 

岩 国 中 央 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

岩 国 西 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

柳 井 $0.00 $520.00 $0.00 $520.00 

柳 井 西 $1,400.00 $0.00 $0.00 $1,400.00 

グ
ル
ー
プ
６

広 島 $4,590.00 $0.00 $0.00 $4,590.00 

広 島 安 芸 $2,028.03 $195.00 $0.00 $2,223.03 

広 島 安 佐 $965.00 $0.00 $0.00 $965.00 

広 島 東 $3,224.41 $0.00 $0.00 $3,224.41 

広 島 北 $4,835.00 $0.00 $0.00 $4,835.00 

広 島 陵 北 $9,402.50 $412.50 $0.00 $9,815.00 

大 竹 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

G クラブ名 年次基金 使途指定寄付 恒久基金 合 計

グ
ル
ー
プ
７

広 島 中 央 $5,400.00 $0.00 $0.00 $5,400.00 

広島廿日市 $370.00 $0.00 $0.00 $370.00 

広 島 城 南 $2,280.00 $0.00 $0.00 $2,280.00 

広 島 南 $6,900.00 $11,380.00 $0.00 $18,280.00 

広 島 東 南 $3,875.14 $1,300.00 $0.00 $5,175.14 

広 島 西 南 $310.00 $0.00 $0.00 $310.00 

広 島 西 $0.00 $370.00 $0.00 $370.00 

グ
ル
ー
プ
８

江 田 島 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

東 広 島 $310.00 $465.00 $0.00 $775.00 

東広島 21 $2,420.59 $5,162.00 $0.00 $7,582.59 

呉 $398.04 $0.00 $1,000.00 $1,398.04 

呉 東 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

呉 南 $0.00 $0.00 $1,000.00 $1,000.00 

西 条 $4,053.14 $2,860.00 $0.00 $6,913.14 

グ
ル
ー
プ
９

広 島 空 港 $2,200.00 $391.68 $0.00 $2,591.68 

因 島 $1,950.00 $390.00 $1,000.00 $3,340.00 

三 原 $150.00 $0.00 $0.00 $150.00 

尾 道 $300.00 $0.00 $0.00 $300.00 

尾 道 東 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

瀬 戸 田 $525.00 $52.50 $0.00 $577.50 

竹 原 $1,014.70 $544.12 $0.00 $1,558.82 

グ
ル
ー
プ

１０

府 中 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

福 山 $10,293.00 $0.00 $1,000.00 $11,293.00 

福 山 東 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

福山丸之内 $4,950.00 $0.00 $0.00 $4,950.00 

鞆 の 浦 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

福山REC2710 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

グ
ル
ー
プ

１１

福 山 赤 坂 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

福 山 北 $490.00 $0.00 $1,000.00 $1,490.00 

福 山 南 $4,650.00 $0.00 $0.00 $4,650.00 

福 山 西 $880.00 $220.00 $0.00 $1,100.00 

松 永 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

グ
ル
ー
プ

１２

吉 舎 $1,833.34 $0.00 $0.00 $1,833.34 

三 次 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

三 次 中 央 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

庄 原 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

東 城 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 

合 計 $103,344.78 $24,307.80 $10,000.00 $137,652.58 

 2014年 7月1日～ 8月31日 
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新入会員紹介

国際ロータリー
第 2710地区 事務局

〒732-0822　広島市南区松原町 1-5 ホテルグランヴィア広島 6F
TEL：082-506-0055　FAX：082-263-2323　E-mail：info@ri2710.com　URL：http://ri2710.com/

文庫
通信
325号

ロータリー文庫

■古典文献より（２）

［上記申込先：ロータリー文庫］

〒105-0011　東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階
TEL：（03）3433-6456　FAX：（03）3459-7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前10時～午後5時　休館：土・日・祝祭日

ロータリー・クラブに就て 米山　梅吉 1929 12p （ロータリー・クラブ民衆文庫）
汎太平洋ロータリー大會に臨みて トム･サットン/芝染太郎 （解説） 1929 3p （ロータリー・クラブ民衆文庫）
ロータリークラブの目的と信條 村田　省蔵 1934 9p D.70（ロータリーを語る）
ロータリークラブに就て 坂田　幹太 1928 12p
國際ロータリーの組織に就いて 米山　梅吉 1931 8p
常識の重要性 米山　梅吉 1937 6p （東京ロータリークラブニュース）
新ラシキ會員ノ為メニ 1928 43p 大阪R.C.
第七十區ガバナー告辞 村田　省蔵 1935 13p 今治R.C. （今治ロータリー俱楽部発会式記録）
サーヴイス座談會 1937 8p 京都R.C. （京都ロータリー俱楽部週報附録）

石田  義昭
下関東RC

2014年9月11日
綜合警備業

三山  秀昭
広島RC

2014年9月9日
民間放送

宇野  誠
広島西RC

2014年9月18日
ガス供給

石村  泰雄
美祢RC

2014年9月2日
塗装工事業

杉岡  篤
広島RC

2014年9月9日
鉄道旅客運輸

山下  秀雄
広島西RC

2014年9月18日
商業銀行

藤井  克将
宇部RC

2014年9月4日
商業銀行

國木  恒久
広島RC

2014年9月16日
電気工事

竹田  雄一
尾道RC

2014年9月5日
情報処理

齋藤  兼三
防府RC

2014年10月7日
仏具製造販売

佐野  讓顯
広島東RC
2014年9月3日
民間放送

住吉  勝志
尾道RC

2014年9月5日
ケーブルテレビ

白木 健太朗
岩国中央RC
2014年10月1日
弁護士

淀江 晃太郎
広島中央RC
2014年10月6日
薬品配布

平田  光章
府中RC

2014年9月1日
ダイカスト製造

丸山  洋次
広島RC

2014年9月9日
移動通信

竹田  平
広島廿日市RC
2014年9月1日
建材製造

新入会員氏名
所属RC
入会日
職業分類

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万4千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は
勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、
一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。


